
 

［成果情報名］経営計画作成支援のための損益分岐点分析ツール 

 

［要約］本ツールは、単品目または複数の品目の組み合わせから、損益分岐点分析による経営収 

支の簡易分析を行い、所得や労働時間をグラフ化し、農業者の意志決定および関係機関による 

指導を支援する。 

 

［キーワード］損益分岐点分析、経営指標、マクロ、安全余裕率、経営計画 

［担当］農林技術開発センター・研究企画部門・研究企画室 

［連絡先］（代表）0957-26-3330、（直通）0957-26-4328 

［区分］総合・営農 

［分類］指導 
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［背景・ねらい］ 

 

 個別農業者の経営目標は、品目構成や規模等多様であり、県基準技術の指標だけでは不十分で 

あり、任意にシミュレーションできるツールが必要である。 

 そこで、任意の品目の基礎データを、基準技術を利用したり独自に設定し、損益分岐点分析 

により評価を行うツールを作成する。 

 ５カ年にわたる損益分岐点分析や所得、労働時間をシミュレーションすることで、農業者の意 

志決定や関係機関による指導を支援する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

 

１．本ツールは、最大で８品目設定可能で、実績等から、共通経費の按分や労働時間など県基準

技術の内容を参考に入力できる（図１）。 

 

２．本ツールは、Excel のマクロで半自動的に、損益分岐点分析を行い、損益分析点売上高、農 

業所得や損益分岐点売上数量、安全余裕率を算出し、品目ごとに評価する（図２）。さらに、

販売数量や単価の変動や家族労働見積額の値を変更する機能を登載し、経営収支を試算できる。 

 

３．５カ年にわたる品目の規模や単価、販売数量を設定すれば、各年の損益分岐点分析を行うと

ともに、農業所得、労働時間をシミュレーションできる（図３・４）。損益分岐点分析では、

販売額の変動や家族労働見積額の経費算入を変更できる（図５）。 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

 

１．基準技術の内容を参考にできることから、農業者や市町などの経営指標の策定にあたり、作

業の簡素化が図られ、内容の評価も可能である。 

  

２．品目の設定が容易であることから、果樹における育成、成木期間をそれぞれ品目として設 

定し、品種の更新に伴う経営のシミュレーションが活用可能。アスパラガス等の育成期間があ 

る他の品目においても活用できる。 

 

 



 

［具体的データ］

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                             

 

 

 

 

 

 

［その他］ 

研究課題名：びわ産地の復興と経営再建のための営農計画策定・評価手法の開発 

予算区分：県単 

研究期間：2008～2010年度 

研究担当者：清水一也、土井謙児 

図３：各年の損益分岐点分析（経営全体） 

（販売金額変動、家族労働見積額経費除外機能あり） 

図１：各品目入力画面（基準技術を参考値に、変更する項目のみ入力） 

図２：各品目の損益分岐点分析 

（販売数量・単価変動、家族経営労働見積額経費除外機能あり） 

図４：５年間の品目別農業所得グラフ 

図５：月別労働時間グラフ（ラインは設定した家族労働時間上限） 

 

農業所得の内訳
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